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本山佛光寺境内の銀杏

本
山
の
慶
讃
法
会
に
向
け
て

美
し
い
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
葉
。
秋
の
本
山
佛
光
寺

の
境
内
は
、
明
る
く
彩
ら
れ
ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ
の

落
葉
で
、
樹
の
根
元
に
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当

た
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
本
山
で
は
慶
讃
法
会
に
向
け
て
、
着
々

と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
『
と
も
し
び
』

に
も
た
び
た
び
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
来
年

の
五
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
新
潟
教
区
四
組
の
団
体
参
拝
は
、
五
月

十
九
日
～
二
十
一
日
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
す
。

何
よ
り
も
本
山
で
、
同
じ
お
念
仏
に
生
き
る
同

朋
（
ど
う
ぼ
う
）
の
方
た
ち
と
、
文
字
ど
お
り
一

同
に
会
し
、
と
も
に
合
掌
し
て
、
自
ら
の
い
の
ち

の
歩
み
を
確
か
め
て
い
く
機
縁
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。

広
福
寺
で
は
、
燕
市
中
島
の
大
蓮
寺
様
と
と
も

に
、
一
緒
の
バ
ス
で
旅
行
プ
ラ
ン
を
組
み
、
二
十

日
の
午
前
中
の
本
山
団
体
参
拝
に
向
か
い
ま
す
。

前
後
に
は
楽
し
い
観
光
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
両
方
の
寺
の
当
院
が
、
責
任
者
と
し
て
引

率
し
ま
す
。
若
手
で
す
が
、
二
人
と
も
京
都
の
本

山
で
過
ご
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
住
職
た
ち
よ

り
も
体
力
・
気
力
と
も
バ
ッ
チ
リ
で
イ
ケ
メ
ン
で

す
。
ど
う
ぞ
安
心
し
て
ご
参
加
下
さ
い
。
旅
行
プ

ラ
ン
の
く
わ
し
い
内
容
、
お
申
込
は
、
別
紙
案
内

を
ご
参
照
下
さ
い
。
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九
月
二
十
三
日(

金)

の
お
彼
岸
中
日
に
、
秋
季
彼
岸
会
な
ら
び
に
合
同
年

忌
法
要
を
つ
と
め
ま
し
た
。

合
同
年
忌
法
要
は
十
三
回
忌
以
降
で
年
忌
法
要
が
当
た
っ
て
い
る
方
に
ご

案
内
を
お
出
し
し
て
お
り
ま
す
。
彼
岸
会
の
お
参
り
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た

の
で
四
十
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
職
が
登
壇
作
法
を
行
い
、
壇
上
で
合
同
年
忌
法
要
の
方
の
法
名
と
お
名

前
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
勤
行
は

寺
族
だ
け
で
行
い
ま
し
た
。

勤
行
後
は
当
院
と
心
光
寺
住
職
に
そ
れ
ぞ
れ
法
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

十
五
世
坊
守

柏
原
朝
子
一
周
忌

十
月
一
日
（
土
）
、
午
後
三
時
よ
り
広
福
寺
第
十
五
世
坊
守
、
妙
光

院
釋
宗
朝
、
柏
原
朝
子
の
一
周
忌
法
要
を
行
い
ま
し
た
。
ご
導
師
の
吉

田
本
町
・
広
海
寺
様
を
は
じ
め
親
戚
寺
院
、
親
類
、
広
福
寺
役
員
の
皆

様
方
、
四
十
名
ほ
ど
に
お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
な
か
本
堂
で
阿
弥
陀
経
の
お
勤
め
、
壇
前
で
の
焼
香
を
し
、

広
福
寺
親
戚
で
あ
り
ま
す
三
条
市
須
頃
の
西
照
寺
住
職
に
法
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
季
彼
岸
会
・
合
同
年
忌
法
要
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広大会の様子 10/8(土) 毎年恒例「焼きいも」

7,8,9月とお休みしていました
が、10月に入り再開いたしまし
た。
子どもたちは「焼きいも」を毎
年楽しみにしてくれてるようで
す。朝方降っていた雨も上がり、
久しぶりに境内に子どもの賑
やかな声が戻ってきました。

本堂でお参りをした後、体を使
ったレクをしました。

全員で鐘堂に上って焼きいも
を食べていた姿がかわいらし
かったです。

盆
参
法
要

今
年
の
盆
参
法
要
は
八
月
一
日(

月)

、
七

日(

日)

に
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
心
配
が
残
る
中
、
各
日
と
も
四
十
名

程
度
の
方
に
お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
時
間
短
縮
の
た
め
、
法
話
は
住
職

の
み
と
し
ま
し
た
。

終
了
後
は
お
弁
当
の
持
ち
帰
り
と
し
、
十
一

時
半
の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

暑
い
中
お
参
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

次回は11/19(土) 9:30
「親子ほうおんこう」です
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報恩講（お弁当持ち帰り）

11月7日（月）
【日中】 勤行 午前10時より

法話 出雲崎 万因寺 高橋 速円師
正午 お弁当持ち帰り

女性講

11月11日(金)
勤行 午前10時より
法話 月潟 梵行寺 木村 俊尚師

行 事 案 内

①
お
内
仏
に
軽
く
一
礼
す
る

②
線
香
は
香
炉
に
入
る
大
き
さ
に
折
り
、

寝
か
せ
て
く
べ
る

③
焼
香
を
持
ち
上
げ
ず
真
横
に
２
回
行
う

④
お
念
珠
を
手
に
か
け
「南
無
阿
弥
陀
佛
」

も
し
く
は
「な
ま
ん
だ
ぶ
」と
称
え
、

礼
拝
す
る

⑤
お
内
仏
に
軽
く
一
礼
す
る

◎
お
仏
壇
（お
内
仏
）に
お
参
り
を

●リラックスヨガ●

日時 11/15(火)

19:30~20:30

参加費 1,000円

持ち物 ヨガマットもしくは

バスタオル

今年最後の開催です。
どなたもお気軽にお越しください

※お参りの方は11月1日(火)までにお申し込みください。

広福寺 ☎0256-94-2437 または世話方さんにお伝えくださ

い。

※お斎・お弁当はありません。


